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ミトコンドリア
ミトコンドリアは、私たちのすべての細胞の中にあ

る小器官で、一番の役割は生きるため必要なエネル

ギーを作ることです。

ミトコンドリアの中には電気が流れていて、栄養素

と酸素を使って、エネルギーを放出する物質を、２

４時間つくり続けています。この時に、副産物とし

て活性酸素も出ます。

遺伝子を修復する力
老化とは、簡単に言うと、遺伝子が少しずつ壊れ

ていくことです。遺伝子が壊れる一番の理由が、強

い活性酸素です。

体の中の遺伝子は外的要因がなくても、毎日１０

万～２０万ヵ所壊れています。遺伝子を修復したり、

細胞を壊したりつくったりするのにも、エネルギー

が必要です。生きるため必要なすべてのエネルギー

をつくるミトコンドリアが多い人と、少ない人、直

す能力がある人と少ない人では修復力に差がでて、

老化のスピードに開きがでてきています。

運動すれば増やせる
ミトコンドリアには、エネルギーの生産性が高く、

活性酸素をあまり出さない「よいミトコンドリア」

と、エネルギーの生産性が低く活性酸素が多く出る

「悪いミトコンドリア」があることが分かりました。

健康と若さを保つカギは、良いミトコンドリアを細

胞内にいかに増やすかにかかっています。そして、

運動やちょっとした工夫で、何歳からでも増やせる

ことがわかってきました。

運動してミトコンドリアを増やした人は、活性酸

素の出方がすくなくなる。遺伝子を壊さないように

していくことで、老化を抑えることができるという

調査結果も報告されています。

しかし、放っておくと、男女とも４２歳くらいか

らどんどん減り、１２０歳で0になります。よく運動

する７０歳の平均は、２２歳とあまり変わりません

が、あまり運動しない６３歳のミトコンドリアは、

若い時と比べ半分くらいに減っています。

ミトコンドリア健康法
ミトコンドリアを増やし、体力をつけるコツは、

「体に、エネルギーを必要としていることをわから

せる」ということです。体を休めてばかりいると、

どんどん数を減らしてしまいます。

体が若くなるための技術
マクロトレーニング（有酸素運動）を心がける。

有酸素運動の前にやや強めの運動を取り入れる。

背筋を伸ばしバランスをとる運動を心がける。

寒さ、冷たさを感じる。

週１,２日食事の量を制限する。

野菜をたくさん食べ、栄養のバランスに気をつける

人間が健康に生きて行く為に114

賃
金
引
き
上
げ

等
の
要
求

①

基
本
給
を
３
６
，

０
０
０
円
引
き
上
げ

る
こ
と
。

②

企
業
内
最
低
賃

金
（
高
卒
初
任
給
）

を
、
基
本
給
に
お
い

て
全
国
一
律
１
７
０
，

０
０
０
円
以
上
と
す

る
こ
と
。

「
第
二
基
本
給
制
度
」

を
廃
止
す
る
こ
と
。

退
職
手
当
規
程
に
お

け
る
「
退
職
手
当
支

給
率
」
に
つ
い
て
、

現
行
の
勤
続
年
数
上

限
35

年
57
箇
月
を
廃

止
す
る
と
共
に
、
37

年
で
65
箇
月
と
し
、

定
年
を
65
歳
と
し
て
勤

続
47
年
ま
で
検
討
す
る

こ
と
。

要
員
要
求

休
日
労
働
を
せ
ず
に
、

年
休
や
特
休
な
ど
の
年

間
休
日
を
完
全
に
消
化

す
る
た
め
、
各
職
場
・

職
種
ご
と
に
基
本
要
員
、

年
間
非
稼
働
日
数
を
明

示
し
、
必
要
要
員
を
確

保
す
る
と
共
に
、
職
種

ご
と
の
予
備
率
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

労
働
時
間
短
縮
・
休

日
・
休
暇
制
度
等
の

要
求年

間
総
労
働
時
間

に
つ
い
て

総
て
の
職
種
に
お
い

て
、
年
間
総
労
働
時
間

1
，
６
０
０
時
間
、
１

日
６
時
間
30
分
、
１
週

35
時
間
を
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
。

尚
、
動
力
車
乗
務
員

の
場
合
は
、
１
日
６
時

間
、
１
週
30
時
間
以
内

と
す
る
こ
と
。

年
間
休
日
数
に
つ
い
て

週
休
２
日
制
に
必
要

な
年
間
１
０
４
日
の
休

日
は
、
会
社
の
責
任
で

付
与
す
る
こ
と
を
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
国
民

の
祝
日
（
16
日
）
や
年

末
年
始
の
休
日
（
5
日
）

は
「
有
給
の
休
日
」
と

し
た
上
で
、
「
完
全
週

休
２
日
制
」
と
す
る
こ

と
。

尚

、
夏

季

休
暇

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
）

を
年
間
３
日
間
付
与
す

る
と
共
に
、
鉄
道
の
日

（
10
月
14
日
）
を
有
給

の
休
日
と
す
る
こ
と
。

安
全
・
安
定
輸
送
を

確
保
す
る
た
め
、

①
「
業
務
の
部
外
委
託
」

を
止
め
、
鉄
道
貨
物
輸

送
業
務
に
携
わ
る
職
種

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
会
社
と
し
て
責
任
を

持
っ
て
輸
送
に
当
た
る

た
め
、
「
直
営
業
務
」

と
す
る
こ
と
。

②

熟
練
労

働
者
の

「
技
術
力
」
を
、
鉄
道

輸
送
業
務
の
安
全
施
策

に
生
か
す
と
共
に
、
養

成
体
系
を
含
め
「
技
術

断
層
」
が
起
き
て
い
る
。

「
車
両
検
修
な
ど
」
の

社
員
に
「
技
術
力
の
向

上
」
た
め
、
段
階
的
な

教
育
を
行
な
う
制
度
を

設
け
る
こ
と
。

人
事
制
度
改
正

鉄
道
業
は
技
術
と
経
験

の
蓄
積
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

評
価
制
度
を
持
ち
込
め

ば
職
場
の
協
調
性
や
技

術
の
継
承
は
成
り
立
た

な
い
。

全
て
の
社
員
が
公
正
・

公
平
で
安
心
し
て
働
け

る
人
事
制
度
確
率
の
た

め
、
十
分
な
議
論
が
必

要
で
あ
り
４
月
か
ら
の

実
施
は
見
送
ら
れ
た
い
。
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お
知
ら
せ

２
月
20
日
（
水
）

２
０
１
９
春
闘
盛
岡
地
区
総
行
動

早
朝
宣
伝

県
公
会
堂
前
８
時

労
働
局
・
経
営
者
協
会
へ
の
要
請
行
動

春
闘
学
習
会

時

間

18
時
15
分
～
20
時

場

所

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館

講
演

19
春
闘
本
番
で
す
！
あ
な
た
の

願
い
を
実
現
す
る
春
闘
に
！
」

講
師

今
野
耕
治

い
わ
て
労
連
議
長

２
月
25
日
（
月
）
17
時
30
分

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
学
習
会

＆
旗
開
き

３
月
６
日

「
新
36
条
協
定
の
日
」

全
国
一
斉
労
働
相
談

３
月
７
日
（
木
）

国
民
春
闘
民
春
闘
勝
利
！

労
働
者
決
起

集
・
中
央
行
動
会

建
交
労
中
央
行
動

10
時
～
参
議
院
議
員
会
館
（
講
堂
）

3
月
⒔
日
（
水
）
集
中
回
答
指
定
日

３
月
14
日
（
木
）
全
国
統
一
行
動

原
発
輸
出
が
成
長

戦
略
に
な
り
得
な
い

日
本
の
原
発
輸
出
を

巡
っ
て
は
ベ
ト
ナ
ム
や

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ト
ル
コ

で
も
計
画
撤
回
に
追
い

込
ま
れ
、
事
業
を
断
念
。

日
立
製
作
所
は
英
国
で

計
画
す
る
原
子
力
発
電

所
の
建
設
事
業
を
中
断

す
る
方
針
を
固
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
官
民
挙
げ

た
輸
出
案
件
は
全
て
行

き
詰
ま
っ
た
。

原
発
輸
出
は
民
主
党

政
権
が
成
長
戦
略
の
柱

の
一
つ
に
位
置
づ
け
、

安
倍
晋
三
政
権
が
加
速

さ
せ
た
。

し
か
し
、
安
全
に
対

す
る
コ
ス
ト
増
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大

の
流
れ
の
中
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
立
し
な

い
こ
と
は
も
は
や
疑
い

よ
う
が
な
い
。

安
倍
政
権
は
看
板
施

策
が
事
実
上
破
綻
し
た

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

原
発
産
業
の
将
来
像
と

成
長
戦
略
を
根
本
か
ら

見
直
す
べ
き
だ
。

原
発
輸
出
に
固
執

す
る
政
府
の
姿
勢

原
発
は
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
将
来
性
が
疑
問

視
さ
れ
、
世
界
で
は
企

業
の
撤
退
が
相
次
ぐ
。

理
解
で
き
な
い
の
は
、

そ
れ
で
も
原
発
輸
出
に

固
執
す
る
政
府
の
姿
勢

だ
。そ

も
そ
も
、
福
島
で

事
故
を
起
こ
し
、
そ
の

原
因
も
未
解
明
な
の
に
、

海
外
に
原
発
技
術
を
売

る
の
は
無
責
任
だ
。

国
内
で
の
新
増
設
が

難
し
い
中
、
海
外
展
開

で
技
術
や
人
材
を
維
持

す
る
の
が
政
府
の
原
発

戦
略
だ
が
、
そ
う
ま
で

し
て
維
持
す
べ
き
か
は

疑
問
で
あ
る
。

国
内
で
は
再
稼
働
を

見
込
め
ぬ
老
朽
原
発
の

廃
炉
が
相
次
ぐ
見
通
し

だ
。
国
や
原
発
産
業
が

取
り
組
む
べ
き
は
、
そ

の
た
め
の
技
術
開
発
や

人
材
確
保
を
急
ぎ
、
廃

炉
に
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
だ
。

原
発
関
連
廃
止
費

用
14
．
７
兆
円

国
内
の
原
子
力
施
設

の
廃
止
に
伴
う
解
体
な

ど
の
費
用
が
事
業
者
の

見
積
も
り
で
、
計
約
６

兆
７
０
０
０
億
円
以
上

と
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
事
故
を
起
こ

し
た
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
１
～
４
号
機
の

廃
炉
費
用
の
政
府
推
計

約
８
兆
円
と
あ
わ
せ
る

と
、
約
14
兆
７
０
０
０

億
円
に
上
り
ま
す
。
電

力
会
社
な
ど
が
発
表
し

た
「
廃
止
措
置
実
施
方

針
」
か
ら
集
計
し
た
も

の
。
放
射
性
廃
棄
物
の

処
分
先
な
ど
が
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

電
力
関
係
者
や
専
門
家

は
「
廃
止
費
用
は
も
っ

と
高
く
な
る
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
分
先
も

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
巨

額
の
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク

が
伴
う
原
子
力
事
業
の

行
き
詰
ま
り
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
ま
す
。

原発ゼロ NO 95

原発輸出の頓挫

成長戦略にはなり得ぬ

訃

報

今
渕
靜
司
さ
ん
は
、
病
気
治
療
中
で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
１
月
15
日
享

年
73
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合

掌

今
渕
靜
司
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
国
鉄
に
就
職
、
盛
岡
機
関
区
検
修
の
仕
事

に
従
事
し
。
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
盛
岡
機
関
区
に
配
属

に
な
り
、
盛
岡
機
関
区
廃
止
に
伴
い
仙
台
に
転
勤
。
６
年
間
新
幹
線
通
勤

を
し
て
、
盛
岡
総
合
鉄
道
部
に
配
属
さ
れ
退
職
を
し
ま
し
た
。
２
年
ほ
ど

前
に
ガ
ン
の
手
術
を
行
い
完
治
し
、
山
菜
取
り
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
１
月
⒉
日
院
治
療
し
て
い
ま
し
た
。

合

掌
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仙
台
総
合
鉄
道
部

乗
務
員
関
係

⑴
列
車
の
持
替
を
さ
れ

た
い

⑵
乗
務
割
交
番
の
仕
業

順
序
を
変
更
さ
れ
た
い

行
路
上
発
生
す
る
労
働

時
間
以
外
の
時
間
で
60

分
未
満
は
労
働
時
間
と

さ
れ
た
い
。

⑶
Ｂ
１
０
２

小
牛
田

か
ら
便
１
６
５
０
の
と

こ
ろ
３
０
５
２
列
車
小

牛
田
停
車
と
し
便
３
０

５
２
と
さ
れ
た
い
。

⑷
Ｂ
54

３
０
８
１
列

車
８
時
58
乗
継
と
し
、

看
視
時
間
を
４
分
と
さ

れ
た
い
。

⑸
行
路
上
発
生
す
る
労

働
時
間
以
外
の
時
間
で

60
分
未
満
は
労
働
時
間

と
さ
れ
た
い
。

⑹
冬
期
間
Ｄ
Ｌ
の
暖
気

運
転
の
た
め
出
勤
・
出

場
時
間
を
10
分
早
め
て

い
る
が
超
勤
扱
い
と
さ

れ
た
い
。

⑺
曜
日
運
休
と
な
る
列

車
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
列
車
持
替
な

ど
の
変
仕
業
行
路
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

⑻
予
備
要
員
を
３
名
増

と
さ
れ
た
い
。

⑼
乗
継
時
間
を
３
分
以

上
確
保
さ
れ
た
い
。

⑽
２
０
１
９
年
度
の
退

職
者
数
を
職
場
・
職
種

ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

⑾
２
０
１
９
年
度
の
新

規
及
び
Ｄ
Ｌ
転
換
養
成

計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

安
全
対
策
関
係

（
１
）
確
認
距
離
の
短

い
信
号
機
や
確
認
し
に

く
い
信
号
機
に
中
継
信

号
機
を
設
置
さ
れ
た
い
。

（
２
）
Ｂ
Ｔ
セ
ク
シ
ョ

ン
内
に
停
車
し
た
場
合
、

現
行
の
取
扱
は
「
パ
ン

降
下
し
て
輸
送
指
令
の

指

示

を
受

け
る

」

が

「
輸
送
指
令
の
指
示
で

パ
ン
降
下
」
と
さ
れ
た

い
。

（
３
）
白
石
～
越
河
間

の
風
規
制
は
、
白
石
風

区
間
を
設
け
、
25
／
１

０
０
０
の
勾
配
で
の
速

度
規
制
は
無
く
さ
れ
た

い
。

（
４
）
閉
そ
く
信
号
機

に
「
減
速
信
号
」
を
現

示
出
来
る
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

（
５
）
貨
物
列
車
を
停

車
さ
せ
る
駅
に
「
停
止

目
標
」
を
設
置
さ
れ
た

い
。そ

の
他

（
１
）
黒
磯
駅
の
カ
ラ

ス
対
策
を
さ
れ
た
い
。

（
２
）
仙
台
総
合
鉄
道

部
の
休
養
室
ベ
ッ
ド
に

マ
ッ
ト
レ
ス
を
設
置
さ

れ
た
い
。

（
３
）
各
区
所
の
休
養

室
及
び
休
憩
室
の
エ
ア

コ
ン
を
定
期
的
に
掃
除

さ
れ
た
い
。

東
北
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
関
係

（
１
）
現
在
、
岩
沼
及

び
小
牛
田
の
出
勤
報
告

を
Ｃ
担
当
が
受
け
て
い

る
が
、
責
任
の
あ
る
業

務
は
管
理
者
が
行
う
べ

き
で
あ
る
。

（
２
）
岩
沼
入
換
の
操

車
担
当
を
嘱
託
出
向
社

員
も
行
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
事
故
の
も
と
で

あ
り
や
め
ら
れ
た
い
。

（
３
）
砂
入
れ
が
本
体

に
戻
っ
た
こ
と
で
、
砂

入
れ
時
の
機
関
車
の
除

雪
作
業
は
ロ
ジ
が
行
う

の
か
本
体
が
行
う
の
か

明
確
に
さ
れ
た
い
。

〈
賃
金
関
係
〉

（
１
）
臨
時
雇
用
員
の

日
当
６
，
０
０
０
円
の

賃
金
を
日
当
８
，
０
０

０
円
と
さ
れ
た
い
。

（
２
）
臨
時
雇
用
員
に

寒
冷
地
手
当
を
支
給
さ

れ
た
い
。

（
３
）
臨
時
雇
用
員
に

社
員
同
様
に
忌
引
き
を

付
与
す
る
こ
と
。

２
０
１
９
年
３
月
ダ
イ
ヤ「
改
正
」に
関
す
る

解
明
等
申
し
入
れ

第
20
回
東
日
本
地
本
代

表
者
会
議
が
、
２
月
２
日

（
土
）
上
野
事
務
所
で
行

わ
れ
２
０
１
９
春
闘
方
針

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

討
議
さ
れ
ま
し
た
。

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
の

特
徴

（
１
）
憲
法
９
条
を
破
壊

し
、
戦
争
国
家
を
推
進
す

る
安
倍
政
権

（
２
）
財
界
・
大
企
業
の

利
益
確
保
に
向
け
た
悪
政

に
歯
止
め
を
か
け
な
い
安

倍
政
権

（
３
）
被
災
者
本
位
の
震

災
・
豪
雨
災
害
復
興
、
原

発
再
稼
働
反
対
世
論
を
無

視
す
る
政
府

（
４
）
野
党
共
闘
の
発
展

と
一
致
す
る
要
求
に
基
づ

く
共
同
行
動
の
強
化

（
５
）
２
０
１
９
年
春
闘

の
展
望
と
労
働
組
合
が
果

た
す
べ
き
役
割

重
点
課
題
の

具
体
的
な
取
り
組
み

１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
習
・

決
起
集
会
等

①
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
は
、

全
組
合
員
で
目
的
を
繰
り

返
し
討
議
し
、
目
標
達
成

を
最
後
ま
で
追
求
し
ま
す
。

②
各
地
本
は
学
習
・
決
起

集
会
等
を
開
催
し
総
決
起

を
図
り
ま
す
。

③
「
賃
上
げ
の
大
義
」
を

拡
げ
る
職
場
宣
伝
、
労
働

者
本
位
の
「
働
き
方
改
革
」

や
「
憲
法
改
悪
阻
止
３
０

０
０
万
署
名
」
に
取
り
組

ま
す
。

２
）
統
一
要
求
の
基
本
と
賃

金
引
き
上
げ
要
求

①
統
一
要
求
額
月
額
３
万

６
０
０
０
円
以
上

時
間

額
１
７
０
円
以
上
②
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
社
の
格
差
是
正
、

労
働
者
犠
牲
を
許
さ
な
い

た
た
か
い
を
重
視
し
、
大

幅
賃
上
げ
「
要
請
は
が
き

行
動
」
を
総
力
あ
げ
て
展

開
し
ま
す
。

３
）
闘
争
配
置
と
統
一
行
動

へ
結
集

①
ス
ト
権
批
准
一
票
投
票
。

②
全
国
統
一
行
動
は
ス
ト

ラ
イ
キ
を
は
じ
め
職
場
集

会
・
宣
伝
行
動
。
③
エ
リ

ア
本
部
と
し
て
、
統
一
行

動
の
行
動
配
置
、
ス
ト
ラ

イ
キ
戦
術
な
ど
を
具
体
化

し
ま
す
。

４
）
安
全
・
安
心
確
保
、
交

通
権
の
確
立

①
Ｊ
Ｒ
の
安
全
・
サ
ー
ビ

ス
、
公
共
性
の
課
題
を
広

く
宣
伝
し
、
安
全
を
揺
る

が
す
事
象
に
対
し
て
、
攻

勢
的
な
要
求
闘
争
を
展
開

し
ま
す
。

関
東
運
輸
局
交
渉

交

運
共
闘
第
30
回
総
会

②
３
・
７
建
交
労
中
央
行

動
は
、
要
求
実
現
を
め
ざ

す
総
行
動
と
位
置
づ
け
、

国
土
交
通
省
要
請
行
動
を

取
り
組
み
，
安
全
問
題
、

路
線
切
り
捨
て
問
題
な
ど

の
国
交
省
交
渉
に
取
り
組

み
ま
す
。

５
）
春
の
組
合
員
拡
大

①
継
続
・
系
統
的
に
建
交

労
加
入
を
働
き
掛
け
、
要

求
闘
争
と
一
体
で
組
合
員
・

機
関
誌
拡
大
を
追
求
し
ま

す
。

②
ア
ク
セ
ス
協
議
会
は
対

策
会
議
を
開
催
し
、
組
織

拡
大
の
意
思
統
一
を
図
り

ま
す
。

③
拡
大
目
標
と
組
織
化
の

対
象
を
明
確
に
す
る
。

６

雇
用
・
労
働
時
間
の
改
善

に
向
け
た
運
動

職
場
に
お
け
る
人
手
不

足
を
要
因
と
す
る
過
重
労

働
を
是
正
し
、
適
正
人
員

の
配
置
を
求
め
る
と
り
く

み
を
重
視
し
ま
す
。
特
に

ア
ク
セ
ス
職
場
の
欠
員
状

態
の
解
決
に
向
け
て
団
体

交
渉
を
強
化
し
ま
す
。

国
民
的
要
求
課
題

①
消
費
税
10
％
中
止
署
名

②
全
国
一
律
最
賃
制
度
の

実
現
署
名

③
各
種
署
名
の
推
進

賃
上
げ
統
一
要
求
額
は
人
間
ら
し
い
生
活
・
自
立
で
き
る
賃

金
と
し
て
月
額
３
万
６
０
０
０
円
以
上
、日
額
１
８
０
０
円
以

上
、時
間
単
位
の
要
求
額
は
１
７
０
円
以
上
の
引
き
上
げ
。

建交労鉄道東日本本部２０１９年春闘方針

スローガン（案）

安倍９条改憲阻止へ、国民的共同を拡げよう！

全組合員の要求を汲み尽くした春闘を展開しよう！

Ｊ
Ｒ
貨
物
東
北
支
社
は
、
当
組
合
に
「
２
０
１
９
年
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
及

び
効
率
化
等
の
実
施
に
つ
い
て
」
の
提
案
・
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

提
案
・
説
明
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
3

月
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
「
Ｊ
Ｒ

貨
物
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
２
０
２
１
」
に
基
づ
き
、
不
採
算
区
間
の

再
編
・
小
規
模
拠
点
の
見
直
し
、
輸
送
体
系
見
直
し
に
よ
る
経
営
資
源
の

削
減
を
行
い
鉄
道
事
業
の
更
な
る
収
益
性
向
上
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
席
上
い
く
つ
か
の
疑
問
点
や
意
見
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た

が
、
改
め
て
解
明
等
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
国
民
春
闘

盛
岡
地
区
春
闘
共
闘
会
議
総
会

２
月
６
日
県
民
会
館
第
２
会
議
室
に
お
い
て
、
大
幅
賃
上
げ
、

８
時
間
働
い
て
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
し
ゃ
か
い
を
。
安
倍
９
条

改
憲
・
消
費
増
税
Ｎ
Ｏ
！
職
場
と
地
域
か
ら
共
同
の
た
た
か
い
で

未
来
を
拓
こ
う
と
盛
岡
地
区
春
闘
共
闘
会
議
総
会
が
、
加
盟
団
体

か
ら
30
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
金
野
議
長
が
激
励
の
中
で
、
消
費
税
増
税
後
に
社

会
保
障
の
大
改
悪
が
行
進
し
て
い
る
。
消
費
税
は
法
人
税
減
税
に

使
わ
れ
て
い
る
。
消
費
税
増
税
の
声
を
上
げ
て
、
安
倍
９
条
改
憲

阻
止
。
大
企
業
・
大
株
主
は
大
儲
け
、
賃
金
は
低
迷
し
て
い
る
。

春
闘
本
番
、
大
幅
賃
上
げ
実
現
し
す
る
闘
い
を
挨
拶
が
あ
り
。

討
論
で
は
９
名
の
参
加
者
か
ら
今
春
闘
の
闘
う
決
意
の
発
言
が

あ
り
閉
会
に
あ
た
り
、
菖
蒲
沢
盛
岡
労
連
議
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
で
今
春
闘
の
幕
開
け
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
「
人
事
制
度
改
正
」
の
問
題
点
と
課
題

【
問
題
点
】

①
鉄
道
の
安
全
を
支
え
る
現
業
職
場
に
評
価
制
度
は
な
じ
ま
な
い
。

②
評
価
（
５
段
階
）
に
よ
っ
て
意
図
的
に
格
差
を
つ
け
る
。

③
評
価
に
基
準
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

④
評
価
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
異
議
申
し
立
て
が
出
来
る
と
し
て
い
る
が
、
一
度

出
さ
れ
た
評
価
を
個
人
で
く
つ
が
え
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

⑤
55
歳
以
降
の
減
額
を
な
く
す
た
め
基
本
給
の
上
限
が
下
げ
ら
れ
る
。

⑥
安
全
を
支
え
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
（
社
員
の
約
70
％
が
移
行
）
が
低

賃
金
。
社
員
の
約
70
～
80
％
が
移
行
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
（
Ｒ
１
と

Ｒ
２
）
に
一
定
の
期
間
（
年
数
）
滞
在
す
る
と
昇
給
額
が
60
％
に
な
っ
て
し
ま
う
。

⑦
子
育
て
支
援
と
言
い
つ
つ
家
族
手
当
（
扶
養
手
当
）
を
基
準
外
賃
金
に
。
基
準

外
賃
金
と
す
る
こ
と
で
ボ
ー
ナ
ス
に
も
影
響
が
あ
る
。

【
課
題
】

①
評
価
制
度
は
安
全
を
支
え
る
業
種
・
職
種
に
は
な
じ
ま
な
い
制
度
。

②
評
価
の
基
準
を
明
確
に
さ
せ
る
。
公
平
に
判
断
が
で
き
る
者
が
い
る
の
か
疑
問
。

③
基
本
給
の
基
準
額
を
廃
止
し
、
昇
級
の
減
額
を
行
わ
せ
な
い
。

④
評
価
の
意
義
申
し
立
て
、
評
定
会
議
に
は
組
合
が
立
ち
会
わ
な
い
と
対
等
に

な
ら
な
い
、
個
人
対
会
社
で
は
勝
ち
目
は
な
い
。

⑤
家
族
手
当
は
基
準
内
賃
金
と
さ
せ
、
配
偶
者
手
当
は
現
行
の
１
４
，
０
０
０
円

と
す
る
こ
と
。

【
結
論
】

人
事
制
度
改
正
は
４
月
１
日
実
施
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
も
十

分
な
議
論
と
な
っ
て
い
な
い
。
社
員
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
改
正
で
あ
り
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
最
低
で
も
制
度
導
入
を
１
年
見

送
り
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

働きやすい
職場を!

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
春
闘
学
習
会
＆
旗
開
き

日

時

２
月
25
日
（
月
）
17
時
30
分

場

所

盛
岡
駅
前
「
こ
ず
か
た
」

会

費

組
合
補
助
あ
り

２
０
１
９
年
３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
・
４
月
１
日
実
施

で
ね
ら
わ
れ
て
い
る
「
新
人
事
制
度
改
正
」
・
被
災
者
本

位
の
震
災
・
豪
雨
災
害
復
興
、
原
発
再
稼
働
反
対
世
論
を

無
視
す
る
政
府
・
野
党
共
闘
の
発
展
と
一
致
す
る
要
求
に

基
づ
く
共
同
行
動
の
強
化
。
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
!


